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１．ナウファス（全国港湾海洋波浪情報網）の現状１），２） 

 ナウファス（全国港湾海洋波浪情報網：ＮＯＷＰＨＡＳ：Nationwide Ocean Wave information network for Ports 

and HArbourS）とは、（独）港湾空港技術研究所を含む国土交通省港湾局関係機関が長年にわたって開発・改

良と運用を続けてきた、我が国沿岸の波浪情報網である。図１に、2003年末時点における波浪観測網を示す。

ナウファスの沿岸波浪観測機器は、海底設置式を主体として、開発・改良が進められてきた。1950年代に開

発された水圧式波高計（PW），1960年代に開発された超音波式波高計（USW），1970年代に開発された流速

計型波向計（CWD）などの歴史を経て、現在では海象計（DWDM）がナウファスの中心的な波浪観測機器

となっている。 

 ナウファスでは、切れ目のない連続観測システムが導入され、切れ目のない観測データの収集が行われて

いる３）。また、うねりと風波が混在する複雑な波浪場は、従来の波浪観測パラメータである有義波高・周期・

代表波向といった諸元だけでは表現できないので、周期帯毎の波浪観測情報表記が、ナウファスでは常時採

用されている４）。 

２．切れ目のない連続観測と周期帯表示による津波や寄り回り波の観測例 

  ナウファス海底設置式の沖合波浪観測機器は、欧米における沿岸波浪観測で採用されているブイの運動加

速度を計測するブイ式波浪観測機器とは異なり、切れ目なく連続的に観測データをサンプリングすることに

よって、津波などの非常に周期の長い海面変動や流れを観測することが可能である。図２は、周期帯スペク

トル情報表記によって、富山湾に出現する寄り回り波の特性を明らかにしたものである５）。北海道日本海沿 
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図１ ナウファス波浪観測網（2003年末）     図２ 周期帯表示による寄り回り波（2002年２月） 
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岸の留萌港沖で 2002年２月 19日に冬季風浪に伴って発達した波浪のうち、太線で示す周期 10秒以上の比較

的周期の長いうねり成分が日本海を南に伝わり、翌 20日に、伏木富山港に現れている状況が、図からよく理

解できる。図３は、十勝港沖合の海象計（設置水深 23ｍ）および港内検潮器が捕らえた、2003年９月 26日

に発生した十勝沖地震津波に伴う津波波形を示したものである６）。上段は沖合海面の上下変動、中段は岸方

向（N50°W）を正とした沖合いの流れのベクトル表示、下段は港内検潮所における水位変動を、それぞれ

示す。沖合いから港内への津波の増幅状況や、はじめは岸沖方向だけであったがその後徐々に沿岸方向成分

が現れる沖合いの流れの状況など、津波の発生・伝播過程を明らかにする貴重な情報が、この観測記録から

得られている。 

３．リアルタイム波浪観測情報の活用をめざして 

 近年、津波や高潮のたび重なる被災を教訓とした、沿岸防災への取り組みの強化が強く叫ばれるようにな

り、これに伴って、観測データに基づく沿岸の波浪や潮位の実況を、よりタイムリーに把握する必要性が高

く意識されるようになっている。 

 ナウファスデータ収集システムに関しては、インターネット常時接続方式の採用によって、これまでの２

時間分のデータをまとめて収集するシステムから、１分毎にデータ収集するように改良し、よりリアルタイ

ム性を向上させるとともに、波浪観測データに加えて潮位観測データもネットワーク化する計画である。こ

のようにして、港湾空港技術研究所に収集された全国沿岸の波浪（潮位）観測データは、過去の観測データ

をダウンロードすることが可能となっている（http://www.pari.go.jp/bsh/ky-skb/kaisho/）。今後さらに、図４に

示すような全国波浪実況表示を、あわせて公開できるように準備を進めている。 

     
図３ 2003年十勝地震津波波形（十勝港）          図４ 周期帯波浪情報の表示例 
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